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皿 概要   

集団ÅHPにおいて，た番目の評価者の一対比較行列をズ良＝（鴫）とし，評価項目数をれおよび評価者  

数をmとする．このとき，Saatyは集団の合意による一対比較行列を，次のように導出することを提案し  

ている．  

∬ ＝（勒），l，J＝1，2，‥りれ  
m  

∬‘j ＝ （Ⅲ鴇）1／m  

鳥＝1   

このとき，上田［1】は，各評価者による一対比較行列の整合度に対して，合意結果の一対比較行列の整合  

鹿がある意味で小さくなる，と予想している．本稿では，整合度を再定義し，かつ重要度ベクトルを幾何平  

均法で求めた場合，上田の予想が成り立つことを示す．  

2 整合戯⑬再度鵡   

n次元の一対比較行列が与えられたとき．その最大固有億を入とすると，従来の整合度（C‡：Consistency  

Index）Cは，次のように定義される．  
入－れ  

n－1●  
（1）  

C＝  

（1・）で定義きれた登合度は，一対比較行列の固有値を用いているので，重要度ベクトルを固有値法で求める  

場合には計算可能であるが，それ以外の場合は一対比敏行列の固有値を求める操作が余分に必要である．そ  

こで，固有債法以外の方法で重要度ベクトルを計算する場合にも使え，かつ（1）を含むように整合慶を再定  

義する．   

あるm次元一対比較行列y＝（拘）から，何らかの方法で導出した重要度ベクトルをγ＝（仇，り2，・・・，リ。）T  

とする．このとき，  
Tl  

j＝1  
拘＝∑拘警，盲＝1，2，‥りれ  （2）   

とすると．もし重要度ベクトルがyの固有ベクトルであれば，拘，盲＝1，2，…，れはすべてyの固有債で  

ある．   

今，整合度eを次のように定義する．  
〃‾m  

和一1●  
（3）   

ここに，  

声＝三←；  

である．重要度ベクトルがyの固有ベクトルのとき，明らかにC＝eである．  
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3 幾何平均の場合   

重要度を幾何平均で求めることとすれば，た番目の評価者による一対比較から求められる重要度は，  

†1  

扉＝（口端）1／れ，盲＝1，2，・‥，れ  
J＝1  

とあらわされる．また，集団一対比較行列から導出される重要度は，  

TI  

wi＝（H旬）小，豆＝1，2，…，乃  
j＝1  

とあらわされる．   

このとき，た番目の評価者による一対比較行列のeは，  
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ただし，  
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項
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である．   

さらに，集団一対比較行列のeは，  
r 一円  

れ－1  

ただし，  

i＝1メ＝1  
…皇皇旬崇  

である．   

本稿で興味があるのは，r長の平均値（同じ意味でeたの平均値）とr（またはe）の大小関係である．rた  

の平均値を戸とすると，次のようにあらわされる．  

r＝去  
た＝1  

＝三ょ  
i＝1J＝1  た＝1  

巧 

守   

したがって，  

王墓妄（諾瑠－∬ij冨）  
r －r  

王墓宕（去  

「”たび茸 m m  

た＝1  
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となり，相加平均は相乗平均以上であるということから，戸≧rであることがわかる．   

このことより，複数の評価者によるそれぞれの一対比較行列の整合度の平均値は，集団の一対比較行列の  

整合鹿を下回らないことが導かれる．すなわち集団で評価し，Saatyの方法で合意形成をすると，整合度は  

改善される傾向があることが判明した．  
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